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今冬の最大電力および気温の推移

○今冬のこれまでの最大電力発生日は１月２５日（月）１８～１９時の２，２９１万kWです。

H27年12月※１ 平年差

平均 10.1 ＋1.5

最高 13.8 ＋1.5

最低 6.8 ＋1.7

◎気温（大阪） （℃）

H28年1月※１ 平年差

平均 6.8 ＋0.8

最高 10.3 ＋0.8

最低 3.4 ＋0.6

１

H28年2月※２ 平年差

平均 7.5 ＋1.3

最高 11.6 ＋1.6

最低 3.9 ＋1.1

※１：気温は全て期間の平均値

※２：２月は1日～22日の値

：今年の土日祝日、年末年始（12/29～1/3）を表す

供給力（想定）
2,531万kW（12月）

２，２９１万kW（１月２５日１８～１９時）

今年の日々の最大電力

今年度日最高気温

今年度日最低気温

最高気温
平年値

最低気温
平年値

供給力（想定）
2,604万kW（1月）

供給力（想定）※
2,447万kW（3月）

供給力（想定）※
2,669万kW（2月）

12月 1月 2月※２ 計

0 2 1 3

12/1～2/22※１ 平年差

平均 8.2 ＋1.2

最高 11.9 ＋1.3

最低 4.8 ＋1.1

◎冬日（最低気温0℃未満） （日）

※2月,3月は高浜3号機
再稼動後の供給力見通し



y =  1.88 x2 - 89.09 x +  2,872.18 

R² =  0.939
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【平成22年度相関式】

○１２／１から２／２２までの実績では、Ｈ２２年度と比べて、平均で約３１０万ｋＷ（約１４％）減少して
います。この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

９～１０時の電力需要実績の比較〔対Ｈ２２年比〕
（万kW）

※土日祝等除き

※発生時間帯での累積5日気温

約▲３１０万ｋＷ
（約▲１４％）

（℃）

２



y = 2.16 x2 - 88.42 x + 2883.12 

R² = 0.870
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【平成22年度相関式】

○１２／１から２／２２までの実績では、Ｈ２２年度と比べて、平均で約２９０万ｋＷ（約１３％）減少して
います。この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

１８～１９時の電力需要実績の比較〔対Ｈ２２年比〕
（万kW）

※土日祝等除き

※発生時間帯での累積5日気温

約▲２９０万ｋＷ
（約▲１３％）

（℃）

３



Ｈ２７年度 冬（今冬）
[算定期間：12/1～2/22]

Ｈ２６年度 冬
[算定期間：12/1～3/31]

減少量

上段：9時～10時

下段：18時～19時

減少率

上段：9時～10時

下段：18時～19時

減少量

上段：9時～10時

下段：18時～19時

減少率

上段：9時～10時

下段：18時～19時

節電効果（全体）

約310万kW 約 14 ％ 約220万kW 約 10 ％

約290万kW 約 13 ％ 約210万kW 約 9 ％

（内訳）

家庭用

約 60万kW 約 11 ％ 約 40万kW 約 7 ％

約 80万kW 約 11 ％ 約 65万kW 約 9 ％

業務用

約100万kW 約 13 ％ 約 70万kW 約 9 ％

約 95万kW 約 12 ％ 約 80万kW 約 10 ％

産業用

約150万kW 約 16 ％ 約110万kW 約 12 ％

約115万kW 約 15 ％ 約 65万kW 約 9 ％

４
平成２６年冬と今冬の節電の比較〔対平成２２年比〕


